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全国水平社の創立

　1922年3月3日、今日の部落解放運動の
原点としての位置を占める全国水平社が
創立されました。2012年は、全国水平社の
創立90周年にあたります。「賤民廃止令
（解放令）」（明治4年8月）以降もなくならな
かった部落差別を撤廃し、部落解放を実
現して水平な社会を確立させようと活動し
た全国水平社は、多くの人 を々組織し、活
発な活動をおこないました。
　さらに、全国水平社が創立されて以降、
各府県や地域において水平社が結成され
るようになりました。最も早く結成された府県
水平社は、1922年4月2日に結成された京
都府水平社でした。結成された地域水平
社の中心となったのは、部落の有力者や青
年たちでした。とくに、これまでのように部落
の側に差別の責任をおしつける部落改善
運動では部落差別がなくならないと感じた
部落の有力者や青年たちは、新たに水平
運動に期待をかけたのです。

全国水平社の活動

　全国水平社創立大会では差別に対す
る徹底的糾弾の決議が採択されました。今
日からは想像を絶するほど部落差別が横
行していた当時、差別糾弾闘争は部落民
衆が生きるために必要な行動でした。ともに
全国水平社は創立当初から綱領で「経済
の自由と職業の自由を社会に要求し以つ
て獲得を期す」と目標を示し、経済と職業を
基本とする部落民衆の生活擁護闘争を重
視していました。部落差別の原因は、差別
観念だけではなく、部落民衆の貧困や厳し
い生活状況にもあると考えていたのです。
　また、全国水平社は、労働運動や農民
運動と連帯して部落解放を実現しようとす

る動きも活発におこないました。その背景に
は、部落差別は資本主義にも原因があり、
部落民衆の生活悪化をもたらしているとの
考えがありました。部落の生活悪化を防止
するだけでなく資本主義を克服するために
は労働組合や農民組合と連帯した階級闘
争を進めていく必要があるという認識が
あったのです。あわせて、全国水平社では
朝鮮の被差別民である白丁（ペクチョン）
によって結成された衡平社（1923年）とも交
流をおこないました。

全国水平社の消滅　

　アジア太平洋戦争開戦直前、それまで
全国的な融和団体として活動していた中
央融和事業協会が1942年同和奉公会に
改組されました。これまで中央融和事業協
会と各府県の融和団体との間につながり
はあったものの、それぞれ独自に活動をお
こなっていた各地の団体が同和奉公会の
もとに一体となり、さらなる融和政策がおし
進められることになりました。
　このころ、全国水平社は部落差別の撤
廃という立場を堅持しながらも日本が遂行
する戦争政策に協力することを表明しまし
た。徐々に中央融和事業協会が進める融
和運動との接近を強めていきました。そし
て、全国水平社は1942年1月に法的に消滅
することになり、活動家の何人かは同和奉
公会に合流していきました。

◇
　この特別展は、全国水平社の創立から
消滅までをさまざまなテーマでたどり、水平
運動の歴史的意義を考えます。それととも
に、水平運動とは違う方法で融和運動が
めざした部落問題の解決についても紹介
します。
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関連企画

1　「全国水平社創立大会へ!!」
　全国水平社創立大会への参加を呼びかけるビラ。1922年2月下旬に作成され、各地で撒かれた。
また、創立大会直前には京都市内の部落などで自転車に乗って撒かれ、全国各地の部落へも送付
された。

水平社博物館蔵

2　全国水平社創立大会「綱領・宣言」
　1922年3月3日、京都市公会堂（岡崎公会堂）で全国水平社が創立された。
全国各地から数百人が参集し、「綱領・宣言・則・決議」が参加者の大きな
拍手によって採択された。綱領は目標、宣言は理念を示している。とくに西光
万吉や平野小剣を中心に作成された宣言は、大きな影響を与えた。

京都崇仁自治連合会蔵

3　岩崎水平社の荊冠旗
奈良の宇陀郡宇陀村で結成された
岩崎水平社の旗

水平社博物館蔵

4　全国水平社の創立者たち
左から、平野小剣、米田富、南梅吉、
駒井喜作、阪本清一郎、西光万吉、
桜田規矩三

水平社博物館蔵

シンポジウム　歴史のなかの水平運動と融和運動
■日　　時 2012年9/30（日）　14:00～
■会　　場 大阪人権博物館　研修室２
■シンポジスト 手島一雄（立命館大学）／駒井忠之（水平社博物館）
 ※コーディネータ　吉村智博（当館）
■定　　員 72名　　■参加費　入館料のみ

学芸員解説（Ⅰ～Ⅴ）
■日　時 2012年9/15、29、10/6、20、11/3の土曜
 11:00～、14:00～
■会　場 大阪人権博物館　特別展示室
■解説者 吉村智博
■参加費 入館料のみ

1　　水平社の前夜
2　　水平社の思想
3　　水平社の活動
4　　水平社の人々
5　　水平社と融和
6　　水平社と女性
7　　水平社と事件
8　　水平社と戦争
9　　水平社と報道

展示内容
1 2

毎週月曜日（祝休日は除く）
祝休日の翌日（日曜日除く）
毎月第4金曜日
年末年始、臨時休館日

休館日

10：00～17：00（入館は16：30まで）開館時間

大人500（400）円、高大生300（200）円
（ ）内は20人以上の団体の場合の入館料です。
中学生以下、65歳以上、
障害者（介助者含む）は無料（要証明）

料　金

Osaka Human Rights Museum

INFORMATION

大阪人権博物館
（リバティおおさか）

〒556-0026　大阪市浪速区浪速西3-6-36
06-6561-5891電話
http://www.liberty.or.jp/ホームページ

06-6561-5995FAX

■ＪＲ環状線「芦原橋」駅 南へ約600m
■JR環状線 大和路線「今宮」駅 西へ約800m
■大阪市バス「浪速西3丁目」 西へ約200m
■南海汐見橋線「木津川」駅 東へ約300m
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リバティおおさか

　洛中洛外図は、京の市中と郊外を描いた屏風絵です。高い地点から町並みを見下ろ

す構図なので、人の姿は小さく小さくなりますが、よーく目をこらしてみるとオドロキ！

ミヤコの人々の暮らしがとても生き生きと描き込まれています。写真は五条橋の東詰、

鴨川の河原にはムシロ囲いの芝居小屋があり、舞台では女性が三味線を弾いています。

やぐらの紋は下り藤。「かぶき踊り」で一躍スターとなった阿国歌舞伎のトレードマーク

ですが、その芸風を模倣した女歌舞伎の一座でしょう。その衣裳の彩りも鮮やかに、

４００年むかしの京都がよみがえります。　　   （大阪市立美術館主任学芸員　知念 理）
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